
●駅まち再構築のポイント

●「空間の共有」と「機能の連携イメージ」
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⑤さっぽろ駅
大通駅

隣接ビルと地下歩行空間の接続空間

駅まち再構築
のポイント
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課題
都心の回遊性を高めるため、季節を問わず安全で快適に移動・活用できる歩行空
間・滞留空間が不足

• 冬季も快適かつバリアフリーに通行できる空間や歩行者回遊性向上が必要

交差点広場

憩いの広場

【C】

【C】地下駅の駅前広場機能を駅空間・駅広隣接地区に拡張解決策

• 「地下歩行空間」の地上出入口を、隣接敷地に拡張し整備

乗降のための
歩行空間 地上への出入口

イベント空間
一時滞在空間

敷地内溜まり空間

モニュメント
吹き抜け空間

自然採光

地下歩行空間

地下歩行空間の機能
を隣接地区に拡張

出典：三井不動産プレスリリース



●駅周辺地図

●基礎情報

駅まち再構築 事例集
⑤札幌駅

所在地 北海道札幌市 自治体人口 197.0万人 (2020年2月）

乗り入れ路線 ３線
・札幌市営地下鉄3線（南北線、

東豊線、東西線（大通駅）のみ）
※JR札幌駅には以下が乗り入れ
・JR北海道函館本線、千歳線、

札沼線

乗降客数 18.0万人/日
（国土交通情報 駅別乗降客数

データ2017年度）

札幌駅前通公共地下歩道
（都市計画道路中８・４・３５号）
幅員：20m

大通交流拠点地下広場
（都市計画広場）
面積：約6,500㎡

札幌三井JPビルディング

北洋大通
センター

札幌大通
西４ビル

凡例（✔がついているものが該当）

大通情報ステーション
中央図書館大通カウンター
大通証明サービスコーナー

✔

✔

✔

✔

✔

✔

北３条広場（地上）
（都市計画広場）
面積：約2,800㎡
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出典：国土地理院 基盤地図情報

交差点広場（地下）
（北3条交差点）

交差点広場
（北2条交差点）

ヒューリック札幌ビル

さっぽろフコク生命
越山ビル

ビル接続空間

北洋大通
センター

ビル接続空間

北海道ビルヂング

札幌グランドホテル

札幌ノースプラザ

井門札幌ビル

交差点広場
（大通交差点）

大同生命札幌ビル

憩いの空間

憩いの空間

敷島ビル

日本生命札幌ビル



駅まち再構築 事例集

●駅まち再構築の実現における工夫

■さっぽろ駅～大通駅をつなぐ「地下歩行空間」から地上へ至る出入口を、官民
連携により隣接敷地に整備することで地上と地下の回遊性を向上させた。

⑤札幌駅

事業の概要

札幌駅前通地下歩行空間整備事業

整備内容 【1】地下歩行空間の整備
【2】イベント開催・災害時の一時滞在空間

として機能する広場の整備

整備主体 国土交通省、札幌市

管理主体 【1】札幌市
【2】札幌駅前通まちづくり株式会社（指定管理）

大通交通拠点地下広場整備事業

整備内容 【1】大通駅コンコースの改築により地
下広場（溜まり空間）を整備

【2】民間テナント施設や行政サービス
施設を移転、集約

整備主体 札幌市（社会資本整備総合交付金活用）

管理主体 札幌市

札幌駅前通地下歩行空間

出典：札幌駅前通まちづくり株式会社「札幌駅前通地下広場」

大通交流拠点地下広場
出典：札幌市「大通交流拠点地下広場整備基本計画」

■札幌駅前通と大通との交流部地下（地下鉄南北線大通駅コンコース内）につい
て、地下鉄南北線大通駅を中心とする地下歩行空間と建物地下階が一体とな
る整備を行った。

• 歩行者通行量の増加や、歩行者動線と施設利用者の待ち行列の交錯による混雑を解消し、円滑
な人の流れと見通しを確保するため、コンコース内に点在する行政サービス施設を、新規拡張
部に移転、集約し、民間テナント施設を、通行に支障をきたさないコンコース中央部へ移転、
集約した。

大通交流拠点内に設置された行政窓口等
出典：札幌市「大通交流拠点地下広場整備基本計画」

• 地下鉄さっぽろ駅～大通駅を結ぶ区間に、地下歩行空間および道路と広場の兼用工作物としての地下
広場が整備されたが、地上出入口の一部は、立体道路制度の活用および沿道ビルへの取り込み等によ
り、隣接地区の敷地内に整備されている。

• 事業者による接続空間の整備や、地区計画における出入口の取り込みに対する容積率緩和など、官民
連携で地下と地上、沿道ビル間の回遊性向上に取り組んでいる。
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●駅まち再構築の経緯

駅まち再構築 事例集

上位計画

都市計画

事業

全体調整

●

大通交通拠点
地下広場
都市計画決定

●

地下歩行空間
（地下部）
都市計画決定

• 都心まちづくり計画に目指すべき都市骨格、都市機能集積の方向性、役割分担イメージを示し、
それを担保に公共事業および開発誘導を推進してきた。

• 整備後は、まちづくり会社が管理運営に携わることにより、公共空間の利活用を促し、継続的
なまちづくりを目指している。

• 札幌駅前通地下歩行空間の計画を受けて、地域の課題解決に取り組むための組織である「札幌
駅前通協議会」が設立され、協議会の提案に基づく「札幌駅前通北街区地区計画」が決定され
たことにより、沿道建物の建替えの際の考え方が整理された。

• 大通交流拠点は、「都心まちづくり計画」を基本にしながら、札幌市、隣接する民間ビルの地
権者等からなる検討会により「大通交流拠点まちづくりガイドライン」が策定され、まちづく
りの方向性とともに、隣接敷地の建替え時に配慮すべき事項などが整理された。翌年には「大
通交流拠点地区計画」が決定され、それらに基づいて地下広場の計画が進められた。

⑤札幌駅

経緯

体制

地下広場整備

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2011 2012 2015201420132010

地下歩行空間整備

札幌三井JPビル
都市計画決定（特区）

都市計画決定（地区計画）

北洋大通センター 札幌大通西４ビル
明治安田生命大通ビル

札幌三井JPビル

札幌駅前通まちづくり株式会社

管理

• 民間開発の調整など、街区単位でのきめ細
やかなマネジメントを進めるとともに、都
心の4地区（札幌駅前通地区、大通地区、
すすきの地区、創成東地区）の地区特性を
生かしたエリアマネジメントの取組が行わ
れている。

出典：札幌市「都心まちづくりの取組」

●

都心
まちづくり計画

●

大通交流拠点
まちづくりガイドライン

●

大通交流拠点
地下広場整備基本計画

●

地下歩行空間
（地上部）
都市計画決定

●

着工 竣工

竣工着工

供用
開始

供用
開始
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●上位計画
⑤札幌駅

駅まち再構築 事例集

■都心まちづくり計画（2002年策定、2016年に第2次都心まちづくり計画を策定）
• 都心部において求められている高次な都市機能の集約や魅力ある都市空間の創出など、札幌の

顔にふさわしいまちづくりを重点的に進めていく上での都心まちづくりの指針を示している。

■大通交流拠点まちづくりガイドライン（2007年策定）
• 「都心まちづくり計画」に基づき、札幌市、隣接する民間ビルの地権者等からなる検討会に

より「大通交流拠点まちづくりガイドライン」が策定された。
• 建替え時に配慮すべき事項として、地下及び地上低層部の機能構成、公共施設（地上、地

下）と一体的に広場空間を形成する敷地内の空間構成、優れた景観形成のための建物形態の
あり方等が整理されている。

地上と地下の空間形成イメージ

役割分担のイメージ
出典：都心まちづくり計画2002

地下及び地上の機能構成

敷地内の空間構成・建物形態
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都心の構造



コラム

駅まち再構築 事例集

• 札幌駅前通地下歩行空間は、中央部の歩行空間（12m）の両側（憩いの空間など）を「札幌
駅前通地下広場条例」により「札幌駅前通地下広場」として位置付け、道路と広場の兼用工作
物として民間管理としている。

• 「札幌駅前通地下広場」は、指定管理者制度を取り入れており、エリアマネジメント団体であ
る「札幌駅前通まちづくり株式会社」が管理を行っている。

• 下図に示す交差点広場および憩いの空間は、1回単位でのイベント等への利用が可能となって
おり、指定管理者である札幌駅前通まちづくり株式会社が運営している。

• 札幌駅前通まちづくり株式会社では、自ら広場を活用し積極的に自主事業を実施するとともに、
地上部の広場や沿道ビルとの連携を通じて、地上地下が一体となったにぎわいづくりを進めて
いる。

⑤札幌駅

エリアマネジメント団体による管理・運営

交差点広場 憩いの空間
出典：札幌駅前通まちづくり株式会社「札幌駅前通地下広場」

出典：札幌市「札幌駅前通地下広場の概要」
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コラム

駅まち再構築 事例集

• 札幌駅前通地下歩行空間の開通による効果については通行量の増加だけでなく、沿道事業所
数や地下などへの波及効果があった。

⑤札幌駅

歩行環境の改善による通行量の増加

沿道への波及効果

出典：札幌市「札幌駅前通地下歩行空間の開通から5年後までの歩行者通行量と効果」

地下歩行空間整備による効果
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